








目的 

ヒトの陣痛発来に関連する主要因子の一つにオキシトシン(以下 OT)があることに異論は

ない。しかしそれの標的臓器である子宮筋では,その収縮機構における動態と作用機序につ

いては,なお明らかでなく,殊にそれの受容体(以下 OT-R)との相互作用と,その後の作用段

階に関与する,いわゆる second messenger の有無についてもなお報告がない。一方

,OT-Rassay に際しては,guany late nucleotides の存在が OT-R binding activity と関係

するとの報告もあり,OT のホルモン作用の発現をみる場合には guanylate cyclase(以下

Gu-C)との間に関連を持つと考えられるため,我々は,非妊,妊娠初期ならびに妊娠末期のヒ

ト子宮筋においてのOT-Rassay を行い,併せて Gu 一 Cactivity を測定してこの両者の関係

を検討した。 


